
東光小・精華台小４年～６年の保護者のみなさんへ！ 

来年度からの塾通いをお考えなら                 since 1970 
 

 

 

 

 

開智義塾の小学部冬期講習会、１２月２５日（月）開講！ 
「塾通いを始める」―― 子どもにとっては一つの大きな環境の変化です。 

新しい友達も増えますし、新しい大人（先生）にも出会います。新しい経験がいっぱいです。 

宿題が出されます。学校よりもちょっと難しいかもしれません。時間もかかるでしょう。 

中学入学と同時に塾通いを始める子どもが多くいます。確かに良いきっかけかもしれません。 

でも環境の変化があまりにも大きすぎて、クラブ活動でさらに忙しくなり、 

その上勉強の負担も劇的に増えて「こんなはずじゃなかった」とあわてる親子も多く見てきました。 

中学進学ほどではありませんが、小４から小５、小５から小６の進級も環境が変わります。 

小学部の冬期講習会は、まだ気持ちのゆとりがある小学生に、 

まだ時間にゆとりのある年末年始のうちに一足早く塾通いを体験して、塾生活とはこのようなものか、 

こういったことも教えてもらえるのかと感じてもらえる、絶好の機会ではないかと考えるのです。 

一度に２つの環境の変化を迎えるよりも、２段階に分けて徐々に慣れていくほうが良いのでは？ 

新学年で子どもにちょっとでも楽な思いをさせてあげたければ、冬期講習会から始めてみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 大好評の理科実験講座、この冬もやります！ 

ポッカポカになるものをおみやげに持って帰ろう！ 

★ 光台校で現在実施中の外国人講師の英会話教室、 

冬講特別バージョン実施！（小４・小５） 

この機会にぜひ楽しい英会話の授業をご体験下さい！ 

★ 小６は中学進学に向けて、アルファベットやローマ字、 

簡単な単語を読み書きする英語の授業を２回実施します。   英会話講師のハマちゃん先生 

※ 中学部を含めた授業日程・授業料などのご案内については裏面をご覧下さい。お得な早期割引もございます。 

※ 本日、開智義塾・進学ゼミエスト合同のカラーチラシも折り込まれています。ぜひそちらもご一読くださいませ！ 

小学４年 算数 

 ５年生になると、「1 個」「2 倍」「3 時間」といった具体的・絶

対的な数から、「2.3 倍」「1m2あたり 3 匹」「80％」といった抽

象的・相対的な数を中心に扱うようになります。急に算数が苦

手になる子どもが多くなるのがこの小５。でも多くは、小４ま

での内容に少しだけ引っ掛かりがあることに原因があります。

計算が遅い、ミスが多いというのもその一つ。角度・面積とい

った図形の概念も苦手な子どもが多いです。 
冬期講習会では、まず子ども一人ひとりの引っ掛かりの内容を

洗い出し、修復することで、５年生になったときに困らない土

台の力をつけていきます。また、１日５分の計算トレーニング

を宿題とし、毎日勉強し続ける姿勢を養成します。 

小学５年 算数 

 ５年生の冬期講習会算数は、算数最大のヤマ場である「割合」

の集中講義を行います。学校教科書には「もとにする数」「くら

べる数」ということばが出てきますが、このことばで訳がわか

らなくなる子どもも多く、算数の苦手な子どもには割合の概念

理解の妨げとなっています。光台校の冬講では、学校が割合を

授業するよりいち早く、わかりやすい方法で割合の考え方、求

め方を体得してもらいます。 
割合は中学になっても数学のみならず、理科の計算でも極め

て重要な要素を占めます。最初につまずいたら、苦手意識も加

わっていつまでたってもできません！時間の余裕がある小５の

年末年始こそ、先々のことを考えて割合を特訓します。 

小学６年 算数 

 いよいよ春からは中学生です。算数は数学に変わり、定期テ

ストの存在が学習の意味を一層重くします。６年生の冬期講習

会算数では、単位の変換・速さ・割合・円周の絡んだ図形など、

中学に入っても重要な単元であり続ける分野について、重点的

に復習を行います。間違えてしまっても答えを教えるのではな

く、まずは考え方の道筋を子どもから聞き出して、勘違いの箇

所を一緒に探して解消する方法を探ります。 
中学１年の最初よりも少し前に塾に通うという経験は、「塾と

はこんなところなのか」「勉強時間や宿題はこんな感じか」と子

どもに認識してもらうことができるので、中学部の授業や家庭

学習を行う上でもプラスになると確信しています。 

全学年 国語 

国語ほど、すこしでも早いうちに塾での勉強をスタートすれ

ばするだけ力が付く教科はありません。開智義塾の国語では、

自分で国語辞典や漢和辞典を引いて漢字や語句の意味を調べた

り、記述問題における答え方のルールについて子どもの納得が

いくように説明をすることから始めていきます。 
語句や文法の問題などで全体授業もありますが、多くは読解

問題を中心とした個別授業です。読解問題に弱いのは本文が難

しくて意味がわからない、だいたい答えの筋書きはわかるが文

章にできないなど、子どもによって原因はさまざま。個別解説

で一人ひとりに合ったヒントを出して、子どものほうから正答

が出せるように、粘り強く誘導します。 


